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私は、中学校の国語教員をしていた。ある教科書会社の中学校国語の教科書に、中島みゆきさん

の作品が載っていたことがある。それも中学３年生の最初の教材としてである。この教科書を採用

している地域の中学生は、３年生になると、中島みゆきさんの作品から国語の学習をスタートさせ

ることになる。その作品は『永久欠番』である。
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以前から中島みゆきさんの言葉の選び方、言葉に対する感覚に興味があった。先日たまたまその

理由がわかった。中島さんは、幼少期の頃から母親に「刀で切った傷は薬をつければ治るけど、言

葉で切った傷は薬では治せないんだよ」と教えられてきたそうである。これが、彼女の言葉への向

き合い方を決定づけたのである。一人の天才が世に出た陰には母親の教えがあったのである。

皆さんが国語の先生だったら、この『永久欠番』を使って中学３年生を前にしてどんな授業をす

るだろうか。梁川高校の３年生と一緒に『永久欠番』について考えてみるのもおもしろい。


